
英文意味解析システム ESage 

石田港  谷津元樹  原田実 

青山学院大学理工学部情報テクノロジー学科 

1. はじめに 

一般に、人工知能技術の中でも，深層学習は，

英語日本語翻訳など、英文に示された内容を日

本語に変換することには大きな成果を上げてい

るが，質問応答や要約は，１対１の単語翻訳よ

りはるかに複雑な問題であることから，有効な

解決方法が見つかっていない．英文構造解析に

おいて，最先端と言われている Stanford Parser 

[2]の単語レベルの依存関係では文の意味を効率

的に比較するのが難しい．一方，日本語には文

節という文の構成単位があり，文節に主辞とい

う主とした意味を持つ形態素を配置することで，

文全体の意味をとらえやすくなっている． 

2. ESageの概要 

ESageは Stanford Parserによる係り受け解析

の結果とEDR電子化辞書 [3]の情報を基に意味解

析を行っている．Stanford Parser からは，係り

受け情報以外に単語の品詞，原型，固有名詞か

どうかの情報も利用している．ESage における

処理の概要を図 1に示す． 

 
図 1. ESageのシステム構成 

3. ESageにおける意味解析 

入力文の係り受け解析結果から，意味グラフ

として意味解析結果を出力するまでの流れを以

下に説明する． 

3.1 英単語の品詞の決定と修正 

単語の品詞は Stanford Parser の品詞と EDR

電子化辞書の詳細品詞の対応付けを行い決定し

た．対応付けできないものはルールを作成し単

語間の依存関係から品詞の決定を行った．中で

も，Stanford Parser の品詞解析結果が予期して

いるものと異なった場合は，依存関係における

ルールからその解析結果を無視して品詞を正し

いものに修正する． 

3.2 文節の作成 

Stanford Parser の解析結果は単語レベルの依存

関係となっている．係り受け情報および品詞情

報を用いて単語を日本語と同様に文節としてま

とめた．文 “The train is due to arrive in Tokyo 

at ten.”の係り受け解析結果と文節作成後の係り

受け構造の例を図 2に示す． 

 
図 2. 文節作成の前と後における係り受け構造 

 

3.3 係り受け・複合語の修正 

EDR 詳細品詞を用いたルールから，係り受け

の修正を行った．この修正により入力文によっ

ては語順が変更される場合がある．また，”is 

able to”のように複数の語から 1 つの意味を持つ

複合語になるものは結合し、逆にハイフンなど

により 1語になっているもので、語意を得られな

い複合語は複数の単語に分割する修正を行った． 

 

3.4 文節主辞・文節品詞・共起関係子の決定 

文節の主辞・品詞・共起関係子の決定につい

て説明する．共起関係子とは，語間の役割関係

を示す前置詞，接続詞もしくは記号である．主

辞と共起関係詞は 2文節間の深層格を決定する際

に辞書引きで用いる．主辞は主に EDR 品詞に優

先順位を決め文節ごとに決定した．共起関係子

はルールを決め，文節品詞・係り受け情報・語

順を基に決定した． 
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3.5 語意と格の決定 

語意と格の決定について説明する．語意は概

念辞書の約 40 万種類から，格は共起辞書に出現

する 37 種類から選択する．共起辞書から下記の

5 種類の方法で語意と格の候補を検索し出現確率

に基づく評価を行い決定した．また冠詞の格な

ど一意に決定できるものはルールにより決定し

た．  

 

3.6 意味グラフの出力例 

文“What time was Kenji Taira found in his car 

after he had attacked his sister-in-law?”の出力

結果を図 3 に示す．”was found”や”after had 

attacked”を 1 つの文節としてまとめている．ま

た，各文節の下にはその主辞の EDR 語意が，

[EDR 語意 ID：日本語語意説明：英語語意説明]

として示されている．各文節の中でも特に主要

な意味を持つ主辞は赤く表示されている．また，

各文節間の役割的関係は受け側文節から係り側

文節に引かれた矢印線の上に赤字で表示されて

いる．例えば，"he"は"after had attacked"の意

志のある主語なので、 'agent'が割り当てられて

いる．一方，"Kenji Taira"は"was found"の目的

語として'object'が割り当てられている．さらに，

文の重要な述語を表す文節は，文末を表す EOS

文節にかかっている．例文では、"was found"が

この主述語にあたる．さらに、例文は質問文な

ので、この主述語にモダリティ"question"が与え

られている．また，"was found"は受動態でもあ

るため、この文節にはモダリティ"passive"も与

えられている． 

 

4. 評価実験 

 The Japan Times ST [4]から 112文を ESage

で解析し,全形態素と全係り受けの深層格におけ

る正解率(=正解数/全出力数)を人手で評価した．     

結果を表 1に示す．主な品詞のうち、語意の

精度が最も高いのは形容詞で，そのつぎに固有

名詞，そして最も低いのは動詞であった．これ

は，形容詞や固有名詞などに比べ，動詞は語意

の候補数が多いためである． 

 

表 1. 評価実験結果 

 語意の精度 格の精度 

全出力数 2510 1185 

正解率 91.2% 81.0% 

 

5. まとめ 

本研究によって 40 万を超える語意粒度におい

て 90％以上の精度をもつ英文に関する意味解析

システムを世界で初めて実現した． 

今後の課題として，語意の精度に比べた深層

格の精度の低さが挙げられる．深層格は共起辞

書や決定ルール，語意は辞書の充実により精度

上昇が期待できる． 

 

 

 

図 3. 意味グラフの出力例 
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